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１ 子育て支援について          （40分） 

 
 近年、急速な少子化の進行や保護者の就労環境などの変化に伴

い、子どもを取り巻く環境が著しく変化をしております。このよ

うな社会情勢の中で、平成 27年度から子ども・子育て支援新制度

が始まりました。 

 

 また当市では、平成 29年度より「鶴ヶ島版ネウボラ」を開始し

ました。これは、安心して子どもを産み育てていくために、妊娠

期から子育て期にわたる切れ目のない支援を提供する体制を整備

することを目的としております。本事業により、家庭における子

育ての不安や孤立感を和らげ、子育ての楽しさや喜びを実感でき

る環境の実現が期待されます。 

 

 他市から鶴ヶ島市に転入されたお母さんに実際に話を伺うと、

当市は子育て支援に手厚く、住みやすいまちであるとの意見が多

く聞かれます。当市の子育て政策に対する市民の評価は、高いも

のとなっていると思われます。 

 

 しかしながら一方で、いくつかの課題も見受けられます。より

一層の子育て環境の充実を願い、以下、質問いたします。 
 
（１） 相談窓口の PRは。 

（２） ファミリー・サポート・センター利用者数の推移は。 

（３） 子育て世帯への経済的支援は。 

（４） ひとり親家庭の数は。 

（５） イクメン増加の働きかけは。 

（６） 児童虐待防止のための取組は。 
 

２ 北朝鮮の核攻撃等に備えた体制の構築について（20分） 

 
 北朝鮮は、平成 29年 5月現在、弾道ミサイルの発射を繰り返し

ており、日本への核攻撃を示唆するなど、北朝鮮情勢への懸念が

高まっております。 

 

 弾道ミサイルの落下などの武力攻撃事態等が発生した場合、市

は市民を安全に避難させ救援していく重要な責務を担っておりま

す。そのためには、国・県・関係機関などと連携し、武力攻撃事 
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態等に対処できる体制の構築が重要となります。以上を踏まえ、

以下質問をいたします。 
 

（１） 武力攻撃事態における避難情報の周知は。 

（２） 武力攻撃事態に取るべき行動についての周知は。 

（３） 武力攻撃事態を想定した避難訓練は。 

 

 

 

 


